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研究成果の概要（和文）：心や脳に障害を有する精神疾患の患者が近年増加している．そこで，人々が植物精油
を使用する芳香植物療法を未病の段階で効果的に利用することができれば，精神疾患の患者数を減らすことも十
分可能と考える．しかし最近では，芳香植物療法の使用基準が明確ではないために，過度な香りによって体調を
悪化させるといった例も数多く報告されてきている．早急な芳香植物療法の科学的な使用基準の作成が必要であ
る．今回，芳香植物療法の使用基準作成のための科学的な基礎データの取得を目的として研究を行った．その結
果，植物精油を吸入することで，揮発成分が容易に脳内へ移行し，それによって情動に影響を及ぼしていること
が明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：Patients with psychiatric disorders with disabilities in the heart and brain
 have increased in recent years. Therefore, if people can effectively utilize aromatic plant therapy
 using plant essential oil at the stage of pre-illness, we think that it is sufficiently possible to
 reduce the number of patients with mental illness. However, recently, since the use standards of 
aromatic plant therapy are not clear, many cases have been reported that deteriorate physical 
condition due to excessive scent. It is necessary to prepare scientific usage standards for urgent 
aromatic plant therapy. In this study, research was conducted with the objective of acquiring 
scientific basic data for using criteria for aromatic plant therapy. As a result, it was revealed 
that by inhaling plant essential oil, volatile components easily migrated into the brain, thereby 
affecting emotion.

研究分野：生薬・天然物化学
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１．研究開始当初の背景 
精神疾患（不安障害など）は，症状の軽い
うちに早急に対処することが非常に重要な
疾患である．しかし多くの人々は，症状が軽
い時期に医療機関にかかることを躊躇して
しまう傾向にある．そこで注目されるのは，
通常の医療ではなく人々が気軽に行うこと
ができる代替医療である．通常の医療の対象
となる前の未病の段階で代替医療が効果を
明確に示すことができれば，精神疾患の患者
数を減らすことも十分可能と考える．しかし，
代替医療は利用し易い反面，科学的な根拠の
乏しいものが多い．使い方によっては逆に心
身に悪い影響を及ぼす可能性もある．そのた
めにも，代替医療の科学的な根拠を明確にす
る必要がある． 
代替医療の中において，植物精油を使用す
る芳香植物療法（アロマセラピー）は，ヨー
ロッパを中心に発展を遂げ，日本でも非常に
広く認知されるようになっている．病院によ
っては，芳香植物療法を緩和ケアに用いてい
るところもある．さらに芳香植物療法で使用
される植物精油を元にした香り成分は，食
品・化粧品・日用品など形を変えて生活に密
着した存在となっている．その一方で，香り
の使用基準が明確でないために，過度な香り
によって体調を悪化させるといった例も数
多く報告されてきている．香りが生体に及ぼ
す影響を科学的に解明する必要がある． 
香りに関する研究は広い分野で応用が可能
であることから，分析機器の発達に伴い化学
成分の分析や合成研究の分野においてめざ
ましい発展をとげている．その一方で，香り
の薬理作用に関する研究はほとんど進んで
いない．その理由として以下の 3つ点が考え
られる． 
①香りは嗅覚で作用するため，薬理作用を
考える必要は無いとする考えが存在してい
る． 
②吸入による投与経路が不明瞭であるため，
薬理作用の研究の対象になりにくい． 
③香りが植物精油などの混合物の場合，対
象とする化合物が明確でないため科学的な
研究の対象になりにくい． 
香りは，嗅覚受容体を介した神経学的伝達
による経路と，肺や鼻腔粘膜を通して成分が
直接脳内へ移行する薬物学的伝達による経
路によって作用すると考えられる．近年の
我々の研究においても，吸入投与によって香
り成分であるモノテルペンのα-ピネン，p-
シメン，1,8-シネオール，リモネンが脳内へ
確実に移行することをマウスを使用した動
物実験で明らかにしている．その一方で，モ
ノテルペンアルコールであるリナロールや
セスキテルペンアルコールのα-サンタロー
ル自体を脳内から検出することができてい
ない．その理由として，移行する成分量が微
量であることと代謝物の関与が示唆される． 
本課題では，芳香植物療法の使用基準作成
のための科学的な基礎データの取得を目的

として，植物精油とその成分（代謝物）の吸
入投与による脳内への移行性（残存性）と発
現する効果との関係を明らかにする． 
 
２．研究の目的 
心や脳に障害を有する精神疾患（不安障害
など）の患者が近年増加している．そこで，
人々が植物精油を使用する芳香植物療法（ア
ロマセラピー）を未病の段階で効果的に利用
することができれば，精神疾患の患者数を減
らすことも十分可能と考える．しかし最近で
は，芳香植物療法の使用基準が明確ではない
ために，過度な香りによって体調を悪化させ
るといった例も数多く報告されてきている．
早急な芳香植物療法の科学的な使用基準の
作成が必要である．本課題では，芳香植物療
法の使用基準作成のための科学的な基礎デ
ータの取得を目的とする． 
 
３．研究の方法 
芳香植物療法の使用基準作成のための科学
的な基礎データの取得を目的として，マウス
を使用した行動薬理試験と脳内からの植物
精油成分・代謝物の分析を組み合わせて研究
を行う．それにより芳香植物療法の基礎デー
タが得られると考える．今回の研究のポイン
トは，脳内へ移行した成分と抗不安様作用と
の関係を明らかにするために，植物精油を吸
入させてから直後と時間経過後に行動薬理
試験と成分・代謝物の分析を行うことである．
脳内から検出される植物精油成分・代謝物の
量と抗不安様作用との間に相関関係が認め
られれば，効果の発現に必要な植物精油成分
量の予測が可能になると考える． 
 
４．研究成果 
1) 「白檀の香り成分のα-サンタロールは 24
時間持続性の鎮静作用を示す」 
先行研究において，白檀の香りは 24 時間持
続性の抗不安様作用を示すことが明らかと
している．そこで，本研究では，白檀の香り
に約 50%含まれている(+)-α-サンタロール
を用いて，その情動に及ぼす影響について検
討を行った． 
実験後方としては，マウスを 1 週間の単独
飼育後に以下の操作を行った． 
①(+)-α-サンタロール（2 μL/L air）あ
るいは水を吸入投与，②(+)-α-サンタロー
ル（2 μL/L air）あるいは水を吸入投与後
に 24 時間の水浸ストレス，③(+)-α-サンタ
ロール（0.03 mL/kg）あるいは水を腹腔内投
与，④(+)-α-サンタロール（0.03 mL/kg）
あるいは水を腹腔内投与後に 24 時間の水浸
ストレス．その後，高架式十字迷路試験にお
ける不安関連行動評価を行った． 
その結果，①から④のどの条件においても
抗不安様作用の傾向は認められたものの，有
意な変化は認められなかった．しかし，③と
④の腹腔内投与の後の高架式十字迷路試験
において，(+)-α-サンタロール（0.03 mL/kg）



は有意な総移動距離の減少が認められた．さ
らに，(+)-α-サンタロール（0.03 mL/kg）
の腹腔内投与直後の脳内の分析を行ったと
ころ，2.6±0.4 μg/g tissue の濃度で検出
することができた． 
以上のことから，(+)-α-サンタロールは脳
内に移行することで鎮静作用を示すと考え
られる．さらに，白檀の香りの抗不安様作用
は，(+)-α-サンタロール以外の(-)-β-サン
タロールなど他の成分の関与が示唆される． 
 
2) 「ヒノキ精油の主要な成分であるα-ピネ
ンは吸入により脳の各領域へ移行する」 
植物精油の成分は吸入により脳内に移行す
る．しかし，脳内のどの部位に移行するのか
は明らかになっていなかった．そこで，ヒノ
キ精油を吸入後にその主要な成分であるα-
ピネンが脳のどの領域に移行しているのか
を明らかにする目的で研究を行った．脳は，
嗅球，前頭皮質，線条体側の皮質，海馬側の
皮質，線条体，中隔，海馬，視床，視床下部，
中脳，小脳，延髄に分画した．分析は GC-MS
を用いて行った． 
その結果，ヒノキ精油吸入により，α-ピネ
ンは脳の各領域に一様に分布していること
が明らかとなった．その一方で，線条体と海
馬では，吸入濃度変化に鈍感であることが示
された． 
以上のことから，植物精油は，吸入により，
その成分が脳内に一様に分布することでそ
の効果を発現すると考えられる． 
 
3) 「タイムリナロール精油の抗疲労作用は
脳での抗炎症作用による」 
植物精油のタイム精油は抗疲労作用がある
と言われている．しかし，その科学的な根拠
は明らかになっていない．今回，poly I:C 投
与により作成した疲労モデルマウスを用い
て，タイム精油の抗疲労作用について科学的
な検証を行った．使用したのはタイムリナロ
ール精油である．抗疲労作用の測定指標とし
ては，自発運動での回転車の回転数により行
った． 
その結果，タイムリナロール精油は，1μL/L 
air，2μL/L air，4μL/L air で濃度依存的
に抗疲労作用を示した．さらにその効果は，
炎症性サイトカインである IL-6 mRNA 発現量
を有意に抑制した．さらに，タイムリナロー
ル精油の主要な成分であるリナロールとテ
ルピネン-4-オールを脳内から検出できた． 
以上の結果から，タイムリナロール精油は
吸入により脳内に成分が移行し，抗炎症作用
を示すことで抗疲労作用を示したと考えら
れる． 
 
4) 「植物精油の揮発性成分は化合物の種類
により脳内への移行性が異なる」 
植物精油は数百から数千の化合物から構成
されている混合物である．それらの化合物は，
分子量や官能基の違いなどから物理的，化学

的特性が異なることは知られている．しかし，
その一方で，植物精油を吸入した際の成分の
脳内移行性については不明な部分が数多く
残っている．今回，植物精油の中で特徴的な
針葉樹の精油，柑橘類の精油，ラベンダー精
油，ユーカリ精油の主要な成分であるα-ピ
ネン，リモネン，リナロール，1,8-シネオー
ルを用いて，吸入投与による脳内移行性につ
いてマウスを使用して検討を行った． 
その結果，リモネンを基準に考えると，α-
ピネンは比較的すぐに脳内に移行すること
が明らかとなった．リナロールは脳内への移
行性が低いことが明らかとなった．1,8-シネ
オールは脳内へ移行した成分の代謝が遅い
こと，腹腔内投与などではさらに脳内濃度が
増加することが明らかとなった． 
植物精油を実際に用いるときには，これら
化合物の特性を踏まえた上で使用すること
が望ましい． 
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